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日本の総人口は、2016 年では１億 2,692 万人、そのうち 65 歳以上の人口は 3,434 万人

で、高齢者の全人口に占める割合は 27％である。2008 年において 65 歳以上の人では要介

護認定を受けていない人の割合が約 8 割、75 歳以上でも約 7 割であり、高齢者の健康度

は全体として維持していると思われる。しかし、高齢化の進展が著しい中にあっては、医

療費や介護負担の増加の抑制のためにも、高齢者自身がより一層健康維持に取り組むこと

が重要となっている 1)。 

高齢者の社会活動の参加推進は、健康増進だけでなく、生きがいの源泉にもなる重要な

取り組みである。社会活動の一つに学習による参加がある。好奇心、自立、自分の尊厳に

かかわる高齢者の価値意識を踏まえ、「健康に対する関心」「家族に対する関心」「興味に対

する関心」「社会貢献に対する関心」に対応するため、高齢者の学習活動が重要であること

が強調されている 2)。高齢者の学習意欲は高く、実際、学習活動に参加している高齢者も少

なくない。文部科学省の「学校基本調査」によれば、2015 年 5 月段階で、放送大学の在学

生 57,850 人のうち 60 歳以上が 14,710 人と、全体の 25％以上を占めている 3)。内閣府の「教

育・生涯学習に関する世論調査」4)においても、60 歳以上の半数近くが 1 年間に生涯学習

を経験しており、学習内容別にみると「趣味的なもの」あるいは「教養的なもの」を挙げ

た人の割合が若い世代と比べると高いことが示されている。しかし、現状では高齢者の社

会参加の割合が不十分で、その割合をより一層増加させることが必要であるとの指摘があ

る 5,6)。     

本研究は、高齢者向けの学習講座参加者における受講に対する評価に影響する要因を解

明することを目的とする。対象学習講座は千葉県内北千葉地域の県民施設、および市立の

公民館などで開催されている自治体主催のものとし、60 歳以上の受講者 400 名を対象に自

記式調査を行なった。回収数は 313 票であった。受講に対する評価は、「話し合い学習の理

解」「学習成果の活用」「継続的な学習意欲の向上」の 3 側面から行い、要因には、学習動

機、学習自己決定度、学習阻害尺度、QOL 指標、担当講師との関係、学習内容の難易度を

位置づけた。「話し合い学習の理解」については、学習自分決定度が強い、知的関心の動機

が強い、講座の担当講師との交流頻度が高い人で有意に評価が高かった。「継続的な学習意

欲の向上」については、学習自分決定度が強い、知的関心の動機が強い人では有意に評価

が高かったものの、学習阻害要因として学習支援体制の未整備、学習実施・運営形態の未

整備を指摘する傾向が強い人では有意に評価が低かった。「学習成果の活用」については、

学習自分決定度が強い、知的関心の動機が強い、身体健康が高い受講者で有意に評価が高

かった。
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